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１．研究計画の概要 
(1) 交替制勤務者にとって良質の睡眠を確保
することは，健康保持と職務の安全履行のた
めに不可欠である．交替制勤務者への労働負
担が，メタボリック症候群（以下，MetS と
略）発症に及ぼす影響について，腕時計型体
動検出器を用いた睡眠指標と，問診票による
睡眠・その他の生活習慣状況を用いて検討す
る． 
(2) MetS 発症には，インスリン抵抗性が肥満
とならんで重要な要因と考えられる．交替性
勤務者は，栄養・睡眠・休養という疲労回復
のための３要素に対する対処行動を学ぶこ
とになるが，特に疲労が蓄積・持ち越されや
すい 35 歳以上の男性社員で，交替制勤務者
の MetS リスク評価を行う． 
 
２．研究の進捗状況 

過去３年間で，35 歳から 60 歳の職場男性
社員約 3,000 名から，上記概要に沿った，情
報量に富むデータベース（睡眠生理指標・血
液．問診票等）が得られた． 
【対象と方法】 
 群馬県内自動車製造企業男性社員のうち，
明らかな睡眠障害で治療中の者を除く 35-60
歳を対象とした．調査期間は 4 月～7 月で，
定期健康診断時の検査項目として，法定以外
に血清インスリン（EIA 法）を測定した．併
せて，睡眠や交代勤務状況を含む生活習慣問
診票を用いた．交替制勤務者の MetS と生活
習慣（特に睡眠）との関連性を主に分析した．
交替制勤務者の一部には，アクチウォッチを
対象者の非利き腕手首に装着し睡眠状況を
観察した．装着期間は勤務状況にあわせて２
週間ないし３週間とした．アクチウオッチか

らデータを抽出後，睡眠時間（分）を計算し，
統計解析ソフト「ＳＰＳＳ」で基礎集計を行
った． 
【結果およびまとめ】 
 対象は 3016 名で，平常日勤 1671 名，2 交
替勤務 1117 名，3 交代勤務 182 名，その他
43 名であった（欠損値 3 名）．問診票による
睡眠時間は，6 時間以上 964 名，5～6 時間
1432 名，4～5 時間 556 名，4 時間未満 58
名であった（欠損値 6 名）．勤務状況別 MetS
割合は，平常日勤 13.8%(230/1671)，2 交替
勤 務 10.7%(119/1117) ， 3 交 代 勤 務
17.6%(32/182)であった．また，勤務状況別
にみた睡眠で休養が取れない割合は，平常日
勤 44.9%(744/1656) ， 2 交 替 勤 務
50.0%(552/1103)，3 交代勤務 47.0%(85/181)
であった．一方，勤務状況別にみた血清イン
スリン幾何平均（幾何標準偏差）は，平常日
勤 6.3(1.8)uIU/mL ， 2 交 替 勤 務
5.2(1.8)uIU/mL，3 交代勤務 6.3(1.9)uIU/mL
で，2 交替勤務者のインスリン値は他の２群
よりも有意に低かった．この統計的有意差は
イ ン ス リ ン 抵 抗 性 指 標 で あ る the 
homeostasis model assessment for insulin 
resistance (HOMA-IR) でも同様であった． 
 なお，3 交替勤務者について，アクチウォ
ッチ（ITC 社製）による睡眠時間平均値（標
準偏差）を測定した結果，平常日勤，2 直，3
直間に統計的有意差を認めなかった． 
 
３．現在までの達成度 

おおむね順調に進展している． 
（理由）職場での協力が充分得られ，定期健
診時に法定健診項目以外の有用な付加情報
が入手できているため． 



 
４．今後の研究の推進方策 

終年度である平成 23 年度には，サンプ
リング調査により，血清インスリンおよび炎
症マーカーとして血清 C 反応性蛋白(CRP)を
測定する予定である．数値の変化を検討する
ことで，短期追跡研究としての取り扱いが可
能になると考える． 
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